
尾崎小だより No、１ 令和３年４月

春麗の候、皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素

は本校の教育の推進にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。

さて、４月１日付け人事異動により、職員が転出入いたしましたのでお知らせいたします。
＜転出９名＞
教 諭 玉浦久美子（赤穂市立赤穂小学校へ配置換）
教 諭 正延 和也（赤穂市立城西小学校へ配置換）
教 諭 山下 瑞穂（赤穂市立原小学校へ配置換）
養護教諭 松葉 七菜（赤穂市立赤穂中学校へ配置換）
教 諭 山本かおる（退職）
教 諭 猪谷 千佳（新温泉町立浜坂西小学校へ新規採用）
教 諭 池上 千賀（赤穂市立城西小学校へ配置換）
教 諭 高松理英子（赤穗市立御崎小学校へ配置換）
教 諭 亀井 公江（赤穗市立坂越中学校へ配置換）
＜転入９名＞

主幹教諭 高橋 慶子（赤穂市立城西小学校から配置換）養護
教 諭 藤田恵理子（赤穂市立城西小学校から配置換）
教 諭 藤野 揚太（赤穂市立御崎小学校から配置換）
教 諭 安則 栄美（新規採用）
教 諭 有年 知子（赤穗市立城西小学校から配置換）
教 諭 城野 明菜（赤穗市立坂越小学校から配置換）
教 諭 照本 啓乃（赤穗市立御崎小学校から配置換）
教 諭 岡本 恵子（赤穗市立原小学校から配置換）
教 諭 小嶋 珠枝（赤穗市立御崎小学校から配置換）

新たな年・新学期が始まりました。この春休みにリセットした子供たちの燃える瞳に出会
い「尾崎小を進化させねば」という思いを新たにしています。教職員の異動があり、新たな
「チーム尾崎小」として今年度をスタートさせました。コミュニティースクールとして地域
との連携をさらに深め、地域とともにある尾崎小学校をつくってまいります。登下校の見守
りやコロナウィルス感染拡大が収まれば学校での実習の補助など、子供をともに見守り、育
んでいただけたら幸甚です。子供を育てるには多大なエネルギーが必要です。地域の中でた
くさんの大人に見守られ大きくなる子供は幸せです。多くの目で気長に見守ってくださるよ
うお願いします。

【２０２１年度の学級児童数】

学 年 １ ２ ３ ４ ５ ６ たん ひま コス なの あじ 合
ぽぽ わり モス はな さい

組 １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ 計

児童数 28 28 32 32 29 29 26 27 36 36 38 38 (1) (8) (7) (6) (7) 379



定時退勤日の実施について
国で法制化された働き方改革について、勤務時間の適正化を推進するよう、文部科学省、

兵庫県教育委員会並びに赤穂市教育委員会から指導されています。OECDの調査で、中学校の
教職員の６割以上が過労死ラインを超えた超過勤務をしている、小学校においても同様に４
割の教職員が過労死ラインを超えているという勤務実態が明らかにされました。勤務時間の
縮減、校務の整理、教職員の職務の厳選などがいわれています。
しかし、私たちは子供を預かっています。子供の成長を促し、見守り、指導していく仕事

をしています。徹底的に子供と向き合い、ささやかな子供の成長を日々認め、励まし、一人
一人に自信をつけさせる仕事をしています。これからもそれは変わりません。いっそう、子
供たちと共に教師も成長できる学校でありたいと願っています。
そこで、毎週金曜日を定時退勤日としています。この日は会議や打ち合わせもせず、勤務

終了時間１６時３０分の終業を目指して仕事を進めています。週に１日は早く退庁して、自
分自身や家族のためにゆっくりと時間を使うことで、心身共にリフレッシュして、子供たち
とじっくりと向き合えるよう取り組んでまいります。
金曜日の学校はいつもより早い時間に誰もいない状況となりますが、ご理解いただきます

よう、お願いします。

４・５月の行事予定 ５/３（月）憲法記念日
４（火）みどりの日

４／ ６（月）離任式・着任式・始業式 ５（水）こどもの日
７（火）入学式 １０（月）創立記念日

１２（月）給食開始 １６（日）市民総合体育祭（中止）
１６（金）PTA学級委員会・理事会 ２０（木）参観日

PTA総会は紙面にて実施 ２２（土）小学生陸上競技大会
１９（月）視力検査（随時学年ごと）
２２（木）心電図検査１・４年
２６（月）家庭訪問～３０日

新型コロナウィルスはまだまだ
新型コロナウィルス感染拡大は、世界中を席巻し収束の予測が未だ立たない状況となって

います。第４波の到来とも見られる状況があり、蔓延防止法が兵庫県にも適用されるようで
す。特効薬は未だにありません。今できることは、
密閉した空間 密集する状態 濃密な会話や交わり

この三つに特に注意しながら学校を運営してまいります。
マスクを着用する 手洗いをまめにする 除菌をする 近くで大声で話さない

等を常に励行していきたいと考えています。ちょっとした気の緩みにウィルスがつけ込んで
こないように、細心の注意をしてコロナ禍を乗り切っていきましょう。いつ誰がかかっても
不思議でない状況です。保護者の皆さんと共に冷静な対応が出来たらと思います。いったん
罹患者が出るとデマ情報が飛び交います。それが大きな声となって当事者や関係者を苦しめ
ていきます。誰もかかりたくない、誰がかかっても被害者なのです。ウィルスより人の言動
の方が怖いこともあります。冷静にデマが飛び交うことがないよう、何より尾崎小学校から
心ない声による被害者を出さないようにご協力をお願いします。

学校は夢がかなう場所
４月の魅力、リセットがかかった子供たちは別人のようです。長い教職経験の中で新学期

始業式の日に下を向く子はいません。今年こそは・・と思いも新たに学校生活をスタートさ
せます。そんな子供たちがなりたい自分になれるよう支援してまいります。学校では人間関
係の中できしむことが多々あります。それは今後の人生の教訓を学ぶチャンスです。少し離
れてしっかり話を聞き、学校に相談いただき、指導のチャンスを与えていただければ幸いで
す。一人一人がなりたい自分になれるよう支援していきます。


